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ア トリエエム

パ
ワ
ハ
ラ
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

企
業
研

修
用
啓
発
Ｄ
Ｖ

Ｄ

を
、
職
場
の
人
権
問
題
に
取

り
組
む

「
ア
ト
リ

エ
エ
ム
」

（大
阪
府
吹
田
市
）
が
制
作

し
た
。
実
例
に
基
づ
い
た
ド

ラ
マ
仕
立
て
で
、
同
僚
の
言

動
が
被
害
者
を
さ
ら
に
傷
つ

け
る
二
次
被
害
に
も
言
及
し

て
い
る
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「パ
ワ
ー

・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
　
そ
の
と
き

あ
な
た
は
…
」
は
、
再
現
ド

ラ
マ
と
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
者
の

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
な
ど
で
構
成

し
て
い
る
。
二
十
六
分
。

パ
ワ
ハ
ラ
は
、
職
場
の
上

下
関
係
や
権
力
を
背
景
に
、

継
続
的
に
人
格
や
尊
厳
な
ど

を
侵
害
す
る
行
為
。
ド
ラ
マ

で
は
、
新
し
い
職
場
に
赴
任

し
て
仕
事
の
指
示
を
仰
ぐ
男

性
社
員
に
、

「自
分
で
考
え

ろ
」
と
ど
な
り
、

「
ば
か

か
」
な
ど
と
暴
言
を
浴
び
せ

る
上
司
が
登
場
。

男
性
が
相
談
し
た
先
輩
や

同
僚
は
ト
ラ
ブ
ル
に
か
か
わ

り
た
く
な
い
と
、

「
少
し
ぐ

ら
い
我
慢
し
て
」
と
言
う
ば

か
り
―
。
あ
る
男
性
社
員
は

「
毎
日
命
懸
け
と

い
う

の

か
、
そ
う
い
う
思
い
で
仕
事

に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
」
と

証
言
す
る
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
こ
う
し
た

上
司
の
行
為
は
パ
ワ
ハ
ラ
に

当
た
り
、
同
僚
の
言
葉
は
さ

ら
に
当
人
を
傷
つ
け
る
と
指

摘
。
結
果
と
し
て
、
被
害
者

は
休
職
に
追
い
込
ま
れ
、
さ

ら
に
職
場
の
雰
囲
気
が
悪
く

な
る
こ
と
で
生
産
性
も
下
が

る
ほ
か
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る

精
神
疾
患
が
労
災
と
し
て
認

定
さ
れ
、
会
社
の
責
任
が
間

わ
れ
る
事
態
も
起
き
て
い
る

と
解
説
す
る
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
手
に

「管
理
職
は

相
手
を
尊
重
し
、
働
き
や
す

い
職
場
を
つ
く
る
責
任
が
あ

る
」
と
話
す
三
木
啓
子
さ
ん

＝
大
阪
市
中
央
区
の
時
事
通

信
社
大
阪
支
社

ア
ト
リ
エ
エ
ム
の
三
木
啓

子
代
表
は

「派
遣
、
契
約
な

ど
非
正
社
員
が
増
え
、
即
戦

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現

在
、
社
員
を
き
ち
ん
と
指
導

し
な
い
と
業
務
に
も
支
障
が

出
る
。
企
業
は
パ
ワ
ハ
ラ
問

題
に
主
体
的
に
取
り
組
む
責

任
が
あ
る
」
と
話
し
て
い

る
。問

い
合
わ
せ
は
、
ア
ト
リ

エ
エ
ム
８

（兼
フ
ァ
ク
ス
）

０
６

（６
８
７
２
）
５
９
９

民υ
。


